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地域貢献ボランティア事業
「福井新聞心のふれあい一声運動」

福井新聞福井会

実施期間

2002年4月～

実施地域

福井県内

活動概要

福井新聞福井会では、福井県

の「安心・安全なまちづくり」に

寄与するため、2002年4月から

「お年寄り宅の見守り」を柱に

「福井新聞心のふれあい一声運

動」を始めた。11年目からは「子

どもの見守り」活動にも取り組

んでいる。

毎朝の新聞配達時にお年寄り

宅などで普段と違った状況に気

付いた際に、地区の民生委員や

自治会長、警察などの関係機関

に連絡し、病人、けが人の早期

発見に努めている。また「子ど

もの安全見守り中」のステッカ

ーなども車体に張って犯罪や事

故の防止を図るとともに、不審

者を発見した際は積極的に警察

に通報することとしている。活

動成果は協力団体に報告すると

ともに、必要に応じて紙面でも

紹介している。

＊

福井新聞福井会＝福井新聞系統の

85販売店で組織。山岸寛士（やま
ぎし・ひろし）会長

◉

◉

◉

平成24年10月
地域貢献ボランティア事業

「福井新聞心のふれあい一声運動」要項
名　　称	 福井新聞心のふれあい一声運動
主　　唱	 福井新聞社、福井新聞福井会（福井新聞販売店会）
協　　力	 福井県、福井県警、福井県社会福祉協議会、福井県民生委員児童委員協議会
運動開始	 平成14年4月1日
趣　　旨	 福井新聞の配達網を生かし、福井県の「安心安全なまちづくり」に寄与します。福井県で唯

一の郷土紙として事業を営む福井新聞社の社会的な地域貢献活動と位置付けています。
運動は「お年寄り宅の見守り」を主にスタートしました。10年が経過し多くの成果があったと
自負するところです。11年目を迎え主眼を「子どもの見守り」にも拡大し活動します。

内　　容	 毎朝の新聞配達時に、お年寄り宅などで「新聞がポストにたまっている」「未明にもかかわら
ず電気がついたまま」などふだんとは違った状況に気付いた場合、地区の民生委員や自治会
長、警察など関係機関に連絡し、病人、けが人の早期発見に努めます。
子どもたちの「見守り活動」にも取り組みます。「見守り中」のステッカーを車に張って犯罪や
事故の抑止を図るとともに、不審者を発見した際は積極的に警察に通報します。
「心のふれあい一声運動」の活動成果は定期的に協力団体へ報告するとともに、必要に応じ福
井新聞紙面で読者、県民にも告知します。

参 加 者　福井新聞販売店全店（福井県内全85店、店主と従業員約2,500人）
事 務 局	 福井新聞社地域読者局（福井市大和田2丁目801、電話0776-57-5170）

 「福井新聞心のふれあい一声運動」要項■
マグネットシートを車に張り活動に取り
組んでいる

■

 「福井新聞心のふれあい一声運動」の活動事例■
（平成25年8月まで、福井新聞福井会）：一部を掲載

時期 活動内容

25年8月 午前4時ごろ、配達途中の女性スタッフが、側溝に転落しうめき声を上げている男性を発見。携帯電話を持
っていなかったため、直ちに近くの家のチャイムを鳴らし、救急車を手配していただいた。すり傷程度のけ
がで済んだもよう。後にご家族からお礼の訪店がありました。

25年7月 集金の女性スタッフ（70代）が午前10時ごろ、集金業務をしている最中、草刈作業をしていた60代男性が
急に苦しみだし「救急車を呼んでほしい」と助けを求めてきた。男性は口からあわをだし、かなり切迫した状
況。スタッフはすぐに救急車を呼び、すぐさま心臓マッサージを実施。男性は心筋梗塞だったようで、救急
車手配と処置が早く、一命を取り留めた。集金スタッフは、かつて幼稚園の先生をしており、その際に心臓
マッサージを学んだことがあるため、落ち着いて心臓マッサージを行えたよう。翌日、男性の妻が、集金人
さんにお礼にこられた。

24年5月 「新聞が4日分ほどたまっている」と配達員から報告を受けた。現場に行き、近所の人に調べてもらいました。
2階で倒れている男性を発見し、すぐに病院に連れて行き、一命は取り留めました。

福井新聞
2002年2月26日付

福井新聞
2012年11月27日付

（裏）（表）

お年寄りや子どもの見守りなど
地域社会の安心・安全な
まちづくりに寄与

スタッフに協力を要請するパンフレット■

福井県警が展開する県民防犯運
動の「ワンアクションカード」を
スタッフ全員が持ち、防犯意識
を高めている。
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毎日新聞愛の手運動
毎日新聞大阪市・府毎日会連合会（会長 丹生勝）
毎日新聞京都・兵庫専売会連合会（会長 厚主幸三）
毎日新聞近畿専売会連合会（会長 宮井良継）
毎日新聞中四北専売会連合会（会長 坂本知光）

実施期間

1972年～

実施地域

毎日新聞大阪本社発行エリア

活動概要

大阪市・府、京都、兵庫、近畿、

中国、四国、北陸地区の 4つの

毎日新聞の連合会は、1972年か

ら購読料の一部を積み立てて、

年 1回、地域の自治体もしくは

各種団体と協議し、社会的弱

者・恵まれない人のために物品

を寄贈している。毎日新聞創刊

100周年を機にスタートし、40

年という長期間継続して行って

いる活動である。

寄贈した物品は車いす、巡回

入浴車、入浴介護ベッド、配食

サービス車、電動タイプライタ

ーなど多岐にわたる。自治体や

各種団体単独ではなかなか購入

できない高価な物品もあり、長

年にわたり多くの自治体・団体

で使用している。

＊

毎日新聞大阪市・府毎日会連合会
（会長 丹

たん

生
じょう

勝
まさる

）、毎日新聞京都・
兵庫専売会連合会（会長 厚

こう

主
ぬし

幸
こう

三
ぞう

）、毎日新聞近畿専売会連合会
（会長 宮

みや

井
い

良
よし

継
つぐ

）、毎日新聞中四北
専売会連合会（会長 坂

さか

本
もと

知
とも

光
みつ

）

◉

◉

◉

40年以上にわたり
社会的弱者のために物品を寄贈

 「毎日ニュース」より■

 寄贈物品一覧■

2001年10月号

1997年3月号

1992年10月号

1994年8月号

 「毎日新聞奈良三重専売会四十年の歩み」より■

贈呈記念の紙面■
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みんなが住みやすい街へ
～防犯・高齢者見守り・環境保全活動～

毎日新聞松永販売所 所長　坂本知光

実施期間

高齢者見守り＝1990年頃～

環境保全＝1997年～

防犯＝2011年9月～

実施地域

広島県福山市松永地区

活動概要

広島県福山市の毎日新聞松永

販売所所長の坂本知光さんは、

「みんなが住みやすい街へ」を合

言葉に防犯活動、高齢者見守り

活動、環境保全活動など地域に

根差した活動を行っている。

防犯活動は 2011年から犯罪

情報を掲載したミニコミ紙を毎

月作成しているほか、12年11月

には警察署と「防犯協定」を締

結し、地域住民を犯罪から守る

取り組みを継続している。高齢

者見守り活動は、配達中などに

異変を感じた時は速やかに警察

に報告している。環境保全活動

では、1997年 3月に有志で「環

境市民ネット松永」を立ち上げ、

大型粗大ゴミの不法投棄が目立

っていた松永湾の清掃活動、水

質浄化活動、子ども向けの環境

イベントの実施などを行い、環

境意識向上にも貢献している。

＊

坂本知光（さかもと・ともみつ）

◉

◉

◉

防犯活動◎

環境保全活動◎

ミニコミ紙「まつなが毎日情報ひろば」
（2013年5月号・第21号）より“防犯かわらばん”

警察署との
防犯協定締結
毎日新聞備後版
（2012年11月22日
付）

 「あさりの棲める干潟をめざして　活動の記録
2007-2008」より

■

読者向け・防犯協定締結説明チラシ
2012 年 11月に備後専売会として福山
市、尾道市各警察署と「防犯協定」を締
結した際、読者に折込配布をした説明
用チラシ。真ん中で切り取りをして、右
半分を「緊急連絡一覧」として家庭で使
用できるようにしている。
（2012年11月22日折込配布）

環境市民ネット松永・夏の海辺
教室実施
毎日新聞備後版（2012年8月20日付）

2013年夏の海辺教室
参加募集チラシ

高齢者見守り・環境保全・防犯活動を通して
地域に根差した地域貢献

活動の軌跡
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高梁・寺山城址の調査・保存および
川面地域まちづくり推進活動
山陽新聞川

か わ

面
も

販売所 所長　藤井洋治

実施期間

2004年8月～

実施地域

岡山県高
たか

梁
はし

市川面地域

活動概要

岡山県高梁市の山陽新聞川面

販売所所長の藤井洋治さんは、

廃城の後に長らく放置されてい

た中世山城・寺山城跡を「地域

の子どもたちの歴史学習の場と

して、さらなる観光振興にも役

立てたい」と2008年8月、地元

有志 20人と「寺山城址保存会」

を設立した。

同会の会長として一帯の草刈

りをするとともに、現地調査を

実施して、貴重な遺構が残る歴

史的資産を後世に伝えるため、

史跡公園づくり、駐車場整備な

どを進めた。

現在も週 1回で草木を伐採。

新たな調査を進めるとともに、

地元小学生への課外授業、観光

客へのガイダンスを行うなど、

地域愛をはぐくむ情操教育、ま

ちおこしに大きく寄与している。

＊

藤井洋治（ふじい・ようじ）

◉

◉

◉

現地の課外授業で藤
井所長から寺山城址に
ついて学ぶ地元の児
童たち

地元の児童たちから藤
井所長に寄せられた感
想文集や学習内容をま
とめた冊子

川面地域まちづくり推進委員会・史跡部会が作った寺山城址のリーフ
レット

川面地域まちづくり推進委員会・史跡部会が高梁市から表彰された「高
梁ふるさとづくり功労賞」の賞状を手に一層の活動推進を誓う藤井所長

測量調査によって概要が明らかになった寺山城址の地図

山陽新聞　2008年1月20日付

山陽新聞　2011年3月3日付

山陽新聞
2005年1月5日付

長らく放置されていた
地域の歴史的資産の
調査・保存に貢献
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「こどもの安全を見守る家」活動

徳島新聞八万西専売所 所長　久米一仁

実施期間

2004年～

実施地域

徳島県徳島市上八万町、八万

町

活動概要

徳島県徳島市の徳島新聞八万

西専売所所長の久米一仁さんは、

2004年 2月に低学年児童が男

につきまとわれる事件が起こっ

た際に、小学校、PTA、警察と

協議を重ねて「あんぜんの家」

ステッカーを作成した。約 500

軒の協力家庭の玄関や郵便受け

など、道路沿いの目立つ位置に

張ってもらい、地域全体の犯罪

の抑止力としている。

さらにエリア内のすべての新

小学 1年生全員の顔写真を写し

たカレンダーを作成し、新入生

の顔を知ってもらうため、「あん

ぜんの家」協力家庭に配布する

など、地域全体で子どもを見守

る活動の中心的な役割を果たし

ている。

＊

久米一仁（くめ・かずひと）

◉

◉

◉

こどもを見守る活動◎

徳島新聞　2004年3月9日付

2004 年に配布され、今も各家庭の玄
関やポストに張られている「あんぜん
の家」ステッカー。

見守り活動を行う販売店員

カレンダーの配布活動◎

エリア内すべての新小学1年生の顔写真入り
カレンダーを印刷・配布している（左端は久
米所長）

ステッカーを作成・配布
地域の子どもたちを見守る活動


